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JFMからのお知らせ

写真募集中　

ご連絡先

経営企画部企画課広報担当
TEL：03-3539-267４
mail : info@jfm.go.jp

JFMに対するご意見をお寄せください

http://www.jfm.go.jp/

　群馬県では、資金調達方法の多様化のため、平成16年度から市場公募債を発行し、民間の皆様から広く資金を

調達しています。現在、日本産業革命のシンボル「富岡製糸場と絹産業遺産群」の世界遺産登録に向けた準備や、

全国に４カ所しかない「重粒子線がん治療施設」を生かした先端医療産業拠点の形成、全国に先駆けて平成21年度

から実施している、中学校卒業までの子ども医療費の無料化など、魅力ある群馬づくりに取り組み、より多くの方々に

群馬県債をご購入いただけるよう努めています。

　満期一括償還に備えた減債基金積立金については、地方債を中心に運用を行っていますが、JFM債については、

FLIP債を中心に購入しています。投資家の意向に沿った年限の債券を新発債で購入できる魅力は大きく、今後も

JFM債に注目していきたいと考えています。

※ご購入にあたっては、お近くの証券会社にお問い合わせください。

「がんばる公営競技」のコーナーにつきまして、
皆様からの記事募集を行っています。
また、他のコーナーにつきましても、掲載希望や
内容に関するご質問がありましたらお寄せください。

ＪＦＭでは、広報誌の表紙や、ホームページの
トップページに掲載する写真を募集しています。

財政課
高橋 さん
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群馬県

計画的な資金運用にＪＦＭ債の活用を！計画的な資金運用にＪＦＭ債の活用を！
● JFM債の購入資金は、地方公共団体へのご融資を通じて、地域に還元されています。

● 安全で効率的な運用のお手伝いをします。

● 定期的に発行している10年債、20年債のほか、運用ニーズ（金額、期間等）に応じた
　債券を随時発行しています。

JFM債買ってます！私た
ちも

私た
ちも



融資の実

新時代に対応した県の基幹病院になるために進めてきた改築工事を終え、
平成24年10月から新たな施設での診療を始めた徳島県立中央病院。建物
が一新されただけでなく病院としての機能や体制も見直し、「強くて優しい
病院」をビジョンに未来に向けた挑戦を始めています。 

改築とともに機能も一新。“強くて優しい”

徳島県立中央病院。
今号の表紙

僕が融資した
事例を

紹介するよ！

　徳島県には中央、三好、海部の三つの県立病
院がありますが、その中でも基幹病院として
重要な役割を担っているのが徳島県立中央病
院です。しかし以前の施設は昭和48年に建て
られたもので老朽化が進み、徳島県では10年
ほど前から建て替えを検討してきました。そ
して経営状況の改善など条件が整ってきたこ
とから平成21年に改築工事に着手し、24年６
月に竣工、同年10月から新病院での診療を始
めました。
　県立中央病院は、徳島大学病院に隣接して
いるという全国でも珍しい立地環境にあり、
今回の建て替えを機に一帯を「総合メディカ
ルゾーン」とする構想を推進。中央病院は救
急、精神、がん、周産期・小児、災害の五つの領
域に重点を置き、大学病院はより高度な医療
や医療技術の開発・評価を担うという役割分
担を明確にしました。そして両病院の連携を
密にすることで、徳島県の医療・教育の向上
や活性化を目指しています。二つの病院を結
ぶ長さ約67メートルの連絡橋がその象徴と
なっており、スタッフの行き来や、緊急手術な
どでの患者さんの搬送に活用されています。

「総合メディカルゾーン」として大学病院との連携を強化

写真提供：NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク (HEM-Net)写真提供：NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク (HEM-Net)
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融資の実

　「強くて優しい病院」。新施設・新体制で再出発した県立中央病院は、これを今後のビ
ジョンに定めました。また新たな運営方針としたのが、入院・手術中心の病院経営へと
移行し、外来は紹介患者を主体にしてフリーアクセスは救急に絞ること。このビジョン
や運営方針について、平成17年の着任以来、経営改革や病院の改築に尽力してきた永井
雅巳院長に説明を加えていただきました。
「“強く”というのは、近隣の医療機関からの患者さんの受け入れ依頼を断らない頼もし
さを備えると同時に、救急にも強い病院になることを意味しています。また“優しい”に
は、患者さんやご家族、地域の医療機関はもちろん、当院のスタッフにも優しい病院であ
りたいという意味を込めました。これは決して内輪向けの甘いメッセージではなく、ス
タッフの満足度を高めることは、提供する医療の質の向上や健全経営に確実に結びつき
ます。私はそれを、これまで経営改革に取り組む中で確認してきました。
　運営方針については、健全経営の継続や、県立の基幹病院としての使命を全うするた
めに定めました。当院が目指す急性期病院では１日当たりの新規入院患者数が重要にな
りますが、救急と紹介に力を入れることで安定経営の目安となる１日31人の維持を目
指します。紹介を広げるためには地域の医療機関から信頼を得ることが欠かせないた
め、私もこれまで各医療機関との“顔の見える関係づくり”に努めてきました」

　免震構造の地上９階建て、全 460 床という規模になった新病
院では、救命救急体制の強化のため新たにドクターヘリを導入
し、屋上にヘリポートも設けました。このドクターヘリが、山
間部の集落で緊急対応が必要になったときに医師を派遣したり、
県の西部や南部などからの患者さんの搬送で力を発揮し、地域
による医療サービス格差の緩和に寄与しています。
　「新しい病院で診療を始めてからの１年で、新規入院患者数な
どの数値的な目標はほぼ達成しました。だからこそ今後の課題
としては、将来的な医療の向上にも結びつく “教育” にあると私
は考えています。新病院になってから研修医も増えましたが、
より多くの研修医を育てることが教育だとは思っていません。
研修医を受け入れることで、教える側の知識や意識も変わりま
す。そうして病院全体の医療の質が高まることが “教育病院” の
真の意義だと考えています」（永井院長）

　救命救急医療への
注力は、医師の士気
を高めることにもつ
ながっているとのこ
と。どんな患者さん
が運ばれてくるか予
想もつかない救急対
応は医師にとっても
怖さが伴いますが、
様々な専門領域の当直医が常時５、６人控える環境であれば、
医療技術や経験を培うための魅力的な現場になります。それも
あって新病院は、若い医師や研修医にぜひ働きたいと希望され
る病院になりました。真新しい施設だけでなくその中身も、徳
島県立中央病院は確実に進化を遂げています。総合メディカルゾーン構成図

ドクターヘリ活動範囲
と離発着可能場所

全体の医療レベル向上につながる「教育病院」

新たに掲げたビジョンは「強くて優しい病院」

県立中央病院

連絡橋

メディカルストリート（仮称）

徳島大学病院東病棟

立体駐車場（徳島大学病院）

徳島大学病院中央診療棟

徳島大学病院外来棟（予定）

阿波市阿波市

徳島県立中央病院徳島県立中央病院

鳴門市鳴門市

淡路島淡路島

兵庫県兵庫県

和歌山県和歌山県

三好市三好市

海陽町海陽町高知県高知県

香川県香川県

基本設計時の予想図
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